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２学期が元気にスタートしました！
本当に暑い暑い夏でした。災害レベルの猛暑でした。夏休みのプール開放

は５回も中止になってしまい、さぞかし子どもたちも残念だったことでしょ

う。次から次へとやってくる台風…。日本は亜熱帯化していくと言われてお

りますが。ここ何年かの夏を振り返ると、本当にそうなるのかもしれません。

運動会の練習もまもなく始まりますが、暑さ対策には万全を期さなければな

りません。

そんな昨日の甲府の最高気温は３６．５℃。プール実施の判断材料にもしている身延町切石の最高

気温は３６．０℃。まさに残暑＆猛暑の中、２学期がスタートしました。登校してくる子どもたちは、

手に手に夏休みの課題を携え、暑さを跳ね返す元気いっぱいの様子でした。とはいえ、始業式の「は

じめの言葉」の中で勝俣教頭が、「友だちに会うことのできる今日の２学期の始業式を待ちに待って

いましたか？」の問いには、４名の子どものみが手を挙げ、他の子どもは、夏休みが終わってしまっ

たことを残念がっていました。正直で素直な思いでしょう。始まった以上は、はやくスイッチを切り

替え、生活のリズムを取り戻し、アクセル全開で２学期の教育活動に邁進できるよう、私たち教職員

集団も頑張ってまいりたいと思います。引き続き、学年・学校へのご協力をお願いいたします。

始業式の中で私は、「２学期は１年間でもっとも多い授業日数７９日にもあり、運動会、バンドフ

ェスティバル、遠足etcの行事が目白押しだが、それは、自分自身の力を伸ばすことにつながる」と

話しました。また、「行事の取り組みは大切であるが、当然学習にも頑張らなくてはならない」と話

しました。その後の各学年の代表者による話では、夏休みの楽しい思い出、２学期の目標などが話さ

れましたが、子どもたちの思いにも、運動会やバンドフェスティバルなどの行事に頑張ること、また、

算数の計算や国語の漢字の取り組みに努力するとありました。まさに、一つ一つの行事の取り組みを

通して学校生活を充実させ、さらには日々の学びも深めていきたいと思います。

さあ、『実りの秋』の始まりです。

■新任職員の紹介
昨日より、２年担任の深澤絢子先生にかわりまして、島田祐子先生が本校に着任

しました。中央市は、旧田富町に住まいがあります。さっそく一日目から張り切っ

て勤務しております。

 
 

縁あって、早川南小に来ることができて嬉しく思います。この「縁」に感謝しな

がら、子どもたちと過ごしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

ご協力ありがとうございました！

厳しい暑さの中、プール監視・早川クリーン作戦へのご協力ありがとうご

ざいました。来年以降も猛暑になるのでは？などと様々なことを考える中で、

来年度以降のプール開放の時間帯やクリーン作戦の実施時期について、今後

検討をしてまいりたいと思います。Ｐ役員会等でも話題にしていきますが、

何かご意見がありましたらお聞かせ下さい。


